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営者との間の信頼関係が確かめられている継続監査と初度監査のもとで（とり
わけ監査計画の策定段階において）それぞれ求められる職業的懐疑心の水準






ている。職業的懐疑心の可変性（a sliding scale mindset）⑷なる考え方は，英













⑷　職業的懐疑心の水準を状況に応じて変えていくという考え方（a sliding scale mindest）という
考え方は，次の報告書に示されている。Auditing Practices Board. 2011. Auditor Scepticism: 






























16-17日に早稲田大学において開催された International Symposium on Audit Research の Plenary 
Session（16日）において，筆者が始めて発表したものである。
513

























厳密に言えば，監査人の立証の対象は「立証命題」（a proposition to be verified）と理解するのが
正しい。監査人の意見は最終的には財務諸表の適正表示について表明されるものであるが，そのこ
とは，監査人が設定する命題は常に「正」でなければならないことを意味するものではない。監査
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の後，アメリカ公認会計士協会が監査基準書（SAS No.53［1988］, SAS No.82 
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